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1 はじめに
韻を用いた文章はリズムがあり聞き心地が良

く、印象に残りやすいため、歌詞やキャッチコ
ピーなどにも多く利用されている。近年、単純
な母韻の一致だけでなく、発音の工夫によって
消える弱い音を利用した韻が使用されることが
増えてきている。そのため、既存の韻の検索シ
ステムにおいて、意味類似度と発音の強弱を意
識した韻の検索が課題となっている。そこで、
本研究では発音の強弱と意味に着目して、発音
の強弱と意味類似度を考慮した適切な韻の検索
システムの開発を目指す。

2 提案手法
ブログ記事「ラップができるAIを作ろう」[1]

を参考に以下の手順で韻を検索するシステムを
提案する。

1. 国立国語研究所の松下言語学習ラボの日本
語を読むための語彙データベース [2]を単
語辞書として使用する。

2. 辞書内の単語をすべてカタカナに変換し、
さらにカタカナの母音のみに変換する。そ
の際に弱系である「ッ」,「ン」を省略し、
長音の「ー」は 1つ前の文字と同じ母音に
置き換える。

3. 辞書内すべての母音に変換した単語と元
の単語を異なる言語の韻検索に活用できる
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Universal Sentence Encoder [3]を用いてベ
クトル化する。

4. 検索対象の単語も同様に母音に変換して 2

種類のベクトルを作成する。そして、母音
のみのベクトルをもとにベクトル近傍探索
ライブラリの faiss [4]を用いて、入力され
た単語と近いベクトルを持つ単語を見つけ
出し韻検索を行う。

5. cosine類似度を用いてベクトルの類似度を
求めてから以下の式で韻同士の意味的類似
度を考慮し、降順にソートして表示する。

韻の類似度 = 0.7×母音の類似度
　　　　　　＋ 0.3 ×単語の類似度

「ラップができる AIを作ろう」では試しに母音
の類似度 10割で検索を行っていた。単語の類
似度の比重を重くすると、母音の一致がかなり
おろそかになってしまい韻ではない単語が多く
検索されてしう。そのため本研究では上記の式
の比重とした。

3 実験
3.1 実験方法
既存の韻検索システム「韻ノート」[5]と本研

究で提案したシステムで比較検証を行った。
3.2 実験結果
表 1及び表 2に既存システム「韻ノート」及

び本研究の提案システムが表示した韻の検索結
果をそれぞれ上から 4件ずつ示す。

提案手法では検索対象単語「食べ物」に対し
て「タケノコ」や「揚げ物」など食べ物を連想さ
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表 1 既存システム (韻ノート)

検索対象単語 検索結果韻 1 検索結果韻 2 検索結果韻 3 検索結果韻 4

食べ物 安全保障 発展途上 カフェイン投与 三点構造
ボールペン ポールペン 昇竜拳 共通点 小休憩
ホワイトボード 狼男 将来のこと 古代の咆哮 北海道放送

表 2 提案システム
検索対象単語 検索結果韻 1 検索結果韻 2 検索結果韻 3 検索結果韻 4

食べ物 食べ物 タケノコ 揚げ物 タテヨコ
ボールペン おおむね 底抜け 横付け 外付け

ホワイトボード ホワイトボード テキーラ ニュートロスタット マークウィス

せる言葉が優先的に検索されたが、既存システ
ムでは「安全保障」や「発展途上」など食べ物
とは関係ない言葉が検索されたことが分かる。
　母音に着目すると、提案手法では「アエオオ」
の完全一致のみ検索されたが、既存システムで
は「アエオオ」に対して「アンエンオオー」や
「アッエンオオー」、「アエインオウオ」などの
本研究では無視してしまった「ン」,「ッ」につ
いて、さらに「カフェイン」を「カフェーン」
と崩した発音ができることを想定した韻が検索
されたことが分かる。

4 考察
提案手法では検索対象単語に対して意味の近

い単語を検索するため、韻を用いた文章を作成
しやすい単語を検索できる。しかし、単純な母
音の一致のみ表示してしまうため弱い音など実
際の発音の工夫によって消える音を考慮した検
索ができないことが分かる。「ホワイトボード」
など長い言葉では近い言葉が検索されなかった
り、母音が全く一致していなかったりと検索元
となる単語辞書にも課題があることが分かる。

5 まとめ
本研究は意味類似度と発音の強弱に着目した

韻の検索システムの開発を行った。意味の近い

単語を優先的に検索することによって既存シス
テムよりも文章がつながりやすい言葉を検索す
ることに成功した。しかし発音の強弱について
実際の発音において消える音を意識した検索が
課題となった。
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